
対象者 ＪＡみやぎ仙南たまねぎ部会員１７人(その他たまねぎ生産者および新規作付希望者)

１ 管内各農地整備水田での高収益作物としてたまねぎの作付けが計画されている。

２ ＪＡみやぎ仙南では令和元年にたまねぎ部会を設立，国庫事業(産地生産基盤パワーアップ)

を活用し，作業機械と集出荷調製設備を導入，機械化と共同作業を進めている。

３ しかし，生産者の技術レベルやほ場環境(排水条件等)の違いや作型毎の生育差による収量

品質のバラツキが顕在化しており，収益性も不安定なことから作付面積が伸び悩んでいる。

４ 生産者部会での収量目標は5.5t/10aであるが，たまねぎの経営収支を考えた場合の損益分

岐収量は約3.5t/10aであり，収量向上が課題である。

５ 大区画化された水田における機械化一貫体系のモデルづくりと部会活動を通じた新たな生

産者への作付誘導など，産地の活性化が求められている。

１ 基本技術の習得支援

● 講習会開催(栽培講習会，収穫出荷調整)：４回

● 現地検討会(生育状況巡回，育苗状況巡回)：３回

● 機械化体系実践指導(共同播種作業，揃葉作業，定植機械作業，茎葉処理作業，根切り作業，

玉寄せ作業，収穫作業，乾燥調整作業)：２６回

● 現地巡回指導：３５回

● 生育調査：４回

● たまねぎ栽培マニュアルと機械化一環体系紹介ビデオの作成

２ たまねぎ部会活動の活性化による営農意欲の向上支援

● 部会員同士の現地検討会

● 部会員間の収穫作業と機械共同利用の調整

● 部会員による共同作業支援(播種，収穫)

３ 新規作付誘導支援

● 関係機関(JAみやぎ仙南)との連携による新規作付け生産者の掘り起こしと作付け誘導

● 新規作付け生産者への作付け開始支援(播種育苗指導，土作り指導，定植苗の供給調整)

● ほ場整備地区でのたまねぎの作付計画に関する関係部局(NN部)との情報の共有化

● 新規作付けを念頭に置いた栽培研修会の開催

● 関係部局(NN部、農業園芸総合研究所)との連携によるほ場整備実施大区画水田でのたま

ねぎの栽培実証への取り組み開始

機械化一貫体系の導入によるたまねぎ産地の拡大

現状と課題

今年度の取組

【令和３年度プロジェクト課題 Ｎｏ５】 → 【令和４年度継続】



１ 基本技術の習得支援

●技術習得支援の結果，肥培管理や病害虫防除管理の適期作業が適切に行われるようになり，

一部のほ場で病害虫の発生が見られたものの，反収実績は向上した(2.2t/10a→3.4t/10a作

付け上位生産者５名平均)。

一方，収穫期後半(６月下旬～７月上旬)の天候不順(長雨，低温)の影響により，雑草防除

管理と収穫作業の遅延により，収穫物の一部に生育遅延と腐敗が多発し，全体の商品化率

が大きく低下した(74％→54％)。

●収穫期が雨期後半になる可能性のある作型の変更：春播き → 秋播き or 晩秋播き

●各種作業の前倒し実施の指導

２ たまねぎ部会活動の活性化による営農意欲の向上支援

部会員間の生産技術の向上に関する情報共有が進み，技術の平準化が進んだほか，不足し

た苗の相互間提供や一部で播種作業，収穫作業の労働力提供等が行われるようになったもの

の，機械の共同利用が計画通りに実施できない場面も見られた。

３ 新規作付誘導支援

新に作付けを開始する生産者：４戸(２個人、１組織、１法人)

新規作付け生産者の合計作付け面積：約８０ａ

大区画水田での栽培実証(農業農村振興部，農園研）：柴田町葉坂地区 約８０ａ

大規模作付けに向けた省力化実証の実施計画(ドローンの活用効果，直播栽培等)

活動の成果

【令和３年度プロジェクト課題 Ｎｏ５】 → 【令和４年度継続】

雑草が繁茂したほ場

茎葉処理機の現地研修会

たまねぎ栽培研修会

ピッカーによる収穫作業

排水不良のたまねぎ畑



【令和３年度プロジェクト課題 Ｎｏ５】 → 【令和４年度継続】

● 高い収量と品質を安定向上させるため，病害虫雑草防除の徹底と排水対策強化が必要で

ある。

● 商品化率の低下を抑制するため，作業遅延を改善するための前倒し作業の励行が必要で

ある。

● 部会員相互の技術向上と平準化を図るため，現地検討会等による部会員同士の技術交流

を加速化する必要がある。

● 機械の共同利用が機械化作業の律速段階としないため，機械の共同利用計画の実効性を

高める必要がある。

● 新規生産者に対しては，収量・品質を目標水準(反収：4.0t/10a，商品化率：80％)に近づけるた，

栽培管理の徹底と技術習得を支援する必要がある。

● ほ場整備地区への高収益作物としての導入を進めるため，大区画水田での排水対策及び省力化の

現地実証と展示を行い，広く技術の普及推進を図る必要がある。

● 栽培面積拡大のため，ほ場整備地区の担い手等に向け，新規生産者の掘り起こしを行い，新たな

生産者の獲得を図る必要がある。

残された課題と今後の対応


